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水不足が懸念される地域、集中豪雨が心配される地域、みなさんのお住まい

の地域ではいかがでしょうか。 

さて今回は、８月 4 日・５日に大阪市立大学で行なわれる日本司法福祉学会

第８回大会の詳細と参加申込についてお知らせいたします。ご参加の手続き（返

信用のお葉書を同封しております）と参加費用のお支払につきましてもご案内

しておりますので、よろしくお願いします。 

 

                                                            ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊    

１１１１．．．．日本司法福祉学会第日本司法福祉学会第日本司法福祉学会第日本司法福祉学会第８８８８回大会回大会回大会回大会のごのごのごのご案内案内案内案内    

    

（（（（１１１１））））    実行委員長実行委員長実行委員長実行委員長あいさつあいさつあいさつあいさつ    

    

    今年もまた司法福祉学会の時期が近づいてきました。この１年の司法と福祉

とりわけ子ども（少年）に関わる司法と福祉をめぐる動向は、その実態とこれ

に対する実践においても、また法制度においても、近年になく激しく動めきつ

つあります。司法福祉に深くかかわる教育をめぐる動向はさらに激しい変動に

さらされています。国のあり方の根本を指し示す憲法さえも揺るぎはじめてい

ます。 

 そうした動向のもとで、こんにちほど本学会における冷静な討議が必要なと

きはないでしょう。ぎりぎりのところで子ども（少年）・国民の権利に関わる司

法と福祉のあり方は、「健全な」社会の機能および本質に関わる問題でもありま

す。それは、現実をふまえた徹底的な討議をへて導き出され、子ども（少年）・

国民・当事者・実践者に指し示されなければならないでしょう。 

 今年の司法福祉学会では、主に少年法「改正」問題を中心に、司法福祉の現

場実践に根ざした討議を展開しようと考えています。会員のみなさまの叡智を

結集し、子ども（少年）・国民の権利を基盤とする日本の司法福祉の未来を創造

的に切り開く大会となることを期待しています。 

 会場の大阪市立大学には、ここでも国公立大学の独立行政法人化という荒波
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に翻弄されていますが、その中で全面的な協力をいただいております。現地実

行委員会としては、いろいろ不行き届きなところも出てくるかと思いますが、

精一杯、みなさまをお迎えする準備を整えつつあります。 

 どうぞ奮ってご参加くださいますようお願いいたします。 

           日本司法福祉学会第 8 回大会実行委員長 望月彰 

 

（（（（２２２２））））大会日程大会日程大会日程大会日程    

 

日時日時日時日時：：：：２００７年８月４日（土）午後１時開会 

～８月５日（日）午後３時３０分閉会 

場所場所場所場所：：：：大阪市住吉区杉本３－３－１３８ 大阪市立大学杉本キャンパス 

                     （ＪＲ阪和線杉本町駅下車） 

    

    

大会大会大会大会テーマテーマテーマテーマ：：：：司法福祉司法福祉司法福祉司法福祉をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる法制度改革法制度改革法制度改革法制度改革とととと実践実践実践実践のののの課題課題課題課題    

    

８８８８月月月月４４４４日日日日（（（（土土土土））））                                            大阪市立大学杉本大阪市立大学杉本大阪市立大学杉本大阪市立大学杉本キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス    

学術情報学術情報学術情報学術情報センターセンターセンターセンター１０１０１０１０階大会議室階大会議室階大会議室階大会議室 

  《《《《    受付開始受付開始受付開始受付開始    午後午後午後午後００００時時時時    》》》》    

    

   午後午後午後午後１１１１時時時時～～～～4444 時時時時        全体会全体会全体会全体会「『「『「『「『非行非行非行非行のののの低年齢化低年齢化低年齢化低年齢化』』』』へのへのへのへの対応対応対応対応    

――――触法年齢層触法年齢層触法年齢層触法年齢層のののの問題行動問題行動問題行動問題行動とととと少年法少年法少年法少年法」」」」    

        企画・司会         前野育三（大阪経済法科大学） 

        シンポジスト（刑事法領域） 前田忠弘（甲南大学） 

              （家庭裁判所） 藤原正範（鈴鹿医療科学大学） 

              （児童福祉領域）遠藤洋二（神戸市職員） 

   〔シンポジウムの趣旨〕 

    今回の少年法改正は、１４歳未満の触法少年に焦点を合わせた改正で

あり、児童福祉行政から警察・司法・矯正に権限を移行させる「改正」

である。格差社会といわれる状況が進展し、貧困が世代を超えて受け継

がれている。また、離婚の増加、親のゆとりのなさ（経済的、時間的、

精神的）などで、適切に育成されない児童が増加している。これらの状

況に注目すると、現在ほど、少年非行への福祉的対応の重要な時期は珍

しいほどである。このような状況の中で、今回の少年法「改正」はどの

ような意味をもつであろうか。 
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   午後午後午後午後４４４４時時時時１０１０１０１０分分分分～～～～５５５５時時時時    学会総会学会総会学会総会学会総会    

    

   午後午後午後午後６６６６時時時時～～～～８８８８時時時時    懇親会懇親会懇親会懇親会    大阪市立大学田中記念館大阪市立大学田中記念館大阪市立大学田中記念館大阪市立大学田中記念館１１１１階階階階「「「「メタセコイヤメタセコイヤメタセコイヤメタセコイヤ」」」」    

    

８８８８月月月月５５５５日日日日（（（（日日日日））））                                                大阪市立大学大阪市立大学大阪市立大学大阪市立大学１１１１号館号館号館号館３３３３階階階階    

各教室各教室各教室各教室           《《《《受付受付受付受付開始開始開始開始    午前午前午前午前９９９９時時時時》》》》    

    

            午前午前午前午前９９９９時時時時３０３０３０３０分分分分～～～～午後午後午後午後００００時時時時３０３０３０３０分分分分    分科会分科会分科会分科会        

 

《《《《１５１５１５１５号号号号でのごでのごでのごでのご案内案内案内案内とととと分科会分科会分科会分科会のののの場所場所場所場所がががが変更変更変更変更されておりますのでごされておりますのでごされておりますのでごされておりますのでご注意注意注意注意くくくく

ださいださいださいださい。。。。各分科会各分科会各分科会各分科会のののの会場会場会場会場はははは当日当日当日当日、、、、掲示等掲示等掲示等掲示等でおでおでおでお知知知知らせいたしますらせいたしますらせいたしますらせいたします》》》》    

    

    第第第第１１１１分科会分科会分科会分科会    司法福祉司法福祉司法福祉司法福祉のののの方法方法方法方法とととと技術技術技術技術をめぐってをめぐってをめぐってをめぐって    

      企画者 藤原正範（鈴鹿医療科学大学） 

話題提供者 廣井亮一（京都女子大学） 

    〔企画内容〕 

    学会における司法福祉の議論は制度論優位の傾向が続いている。企画

者は、司法福祉はソーシャルワーク体系の中に位置づけられるべきであ

り、制度論と平行して方法技術論の議論が活発に行われなければならな

いと考え、本分科会を企画した。 

    家裁調査官、保護観察官、少年院教官などが積み重ねてきた面接法、

調査法、教育・治療法などの共通基盤を探りたい。また、最近注目され

ている司法面接、社会心理鑑定などの有効性を合わせて議論したい。 

    司法福祉の方法・技術は、社会福祉一般の方法・技術としても有効性

を持つのではないだろうか。 

 

第第第第２２２２分科会分科会分科会分科会    少年法改正関連少年法改正関連少年法改正関連少年法改正関連                

企画者 岩佐嘉彦（弁護士） 

 

    第第第第３３３３分科会分科会分科会分科会    児童自立支援施設児童自立支援施設児童自立支援施設児童自立支援施設のありのありのありのあり方関連方関連方関連方関連    

      企画者 小林英義（秋田大学）・小木曾宏（淑徳大学） 

 

    第第第第４４４４分科会分科会分科会分科会    学校事故学校事故学校事故学校事故・・・・安全関連安全関連安全関連安全関連    

      企画者 峯本耕治（弁護士） 
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第第第第５５５５分科会分科会分科会分科会    ドメスティックドメスティックドメスティックドメスティック・・・・バイオレンスバイオレンスバイオレンスバイオレンスにににに対対対対するするするする法法法法とととと福祉福祉福祉福祉のののの対応対応対応対応    

  企画者 齊藤素子（四天王寺国際佛教大学）・友廣信逸（奈良大学） 

  話題提供者 櫻木晴代 （大阪府立子ども家庭センター ＤＶ相

談担当） 

        河野ひとみ（大阪府立女性自立支援センター「あゆ

み寮」施設長） 

        雪田樹理 （弁護士） 

        中村正夫 （フリーライター・メンズサポートセン

タースタッフ） 

        洪 金子 （東京福祉大学） 

 〔企画内容〕 

  ドメスティック・バイオレンスについては法整備が進められて 

きたが、まだまだ法的にも運用面でも不十分な点がある。この分 

科会では、被害者に対する窓口相談援助システム、一時保護など 

の支援システム、法的な保護システム、加害者に対する支援など 

法と福祉の現場における実態について現場の方々から報告をいた 

だき、諸外国の制度や実態との比較も交えて問題点と課題を検討 

する。 

 

第第第第６６６６分科会分科会分科会分科会    ターミナルケアターミナルケアターミナルケアターミナルケアとととと安楽死関連安楽死関連安楽死関連安楽死関連        

司会と概説 佐藤進（元青陵大学学長） ＜法律学＞ 

報告者   円山誓信（高槻日赤病院 医師）  

齋藤尚子（大阪市立大学 院生） 

他に青陵大学教授・准教授・専任講師 ＜看護学＞ 

     〔企画内容〕 

      現在、安楽死法案が検討されている。これは、法律が人の生死に

容喙するということであり、また、個の確立していないわが国で安

楽死を選択する高齢者が、自ら真意に基づく決定をなしうるかどう

かは疑わしい。高齢者の人権、つまり生命権を保障するために、実

施にはどのような制約を設けねばならないか、また、仮に実施に至

るとして、これを行う各専門職にも技術上の問題や心情的ためらい

もあろうと思われる。本分科会では、法律学・医学・看護学、社会

福祉学の視点から総合的にアプローチする。 
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            午後午後午後午後１１１１時時時時３０３０３０３０分分分分～～～～３３３３時時時時３０３０３０３０分分分分    自由研究発表自由研究発表自由研究発表自由研究発表        

大阪市立大学大阪市立大学大阪市立大学大阪市立大学１１１１号館号館号館号館３３３３階教室階教室階教室階教室    

《《《《１５１５１５１５号号号号でのごでのごでのごでのご案内案内案内案内とととと自由研究発表自由研究発表自由研究発表自由研究発表のののの場所場所場所場所がががが変更変更変更変更されておりますのでごされておりますのでごされておりますのでごされておりますのでご

注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。各発表会場各発表会場各発表会場各発表会場はははは当日当日当日当日、、、、掲示等掲示等掲示等掲示等でおでおでおでお知知知知らせいたしますらせいたしますらせいたしますらせいたします》》》》    

                                                         

第第第第１１１１会場会場会場会場          司会    望月彰        

     ①午後１時３０分～２時３０分 

「福祉的なケアを必要とする人を支えていくためのネットワーク

について」 

正木恵子 （大阪保護観察所） 

     ②午後２時３０分～３時３０分 

      「グループホームにおける処遇困難な青少年の自立支援に関する 

一考察―リスクファクターによる類型化と処遇効果」 

                      土井高徳 （土井ホーム） 

 

   第第第第２２２２会場会場会場会場             司会 遠藤洋二 

     ③午後１時３０分～２時３０分 

      「子どもの権利保障を目的とした『自由の制限』に関する一考察」 

                      梅山佐和 （立命館大学） 

     ④午後２時３０分～３時３０分 

      「感化院から児童自立支援施設に至る理念・理論・実践史の再考 

① ―『教護院運営要領』と児童自立支援施設への全国全数量調 

査をてがかりに―」 

                                                                                武千晴 （函館臨床福祉専門学校） 

       

２２２２    大会参加申込大会参加申込大会参加申込大会参加申込についてについてについてについて    ～～～～会員会員会員会員のののの皆様皆様皆様皆様へのおへのおへのおへのお願願願願いいいい～～～～    

    

    （（（（１１１１））））参加費等参加費等参加費等参加費等はつぎのとおりですはつぎのとおりですはつぎのとおりですはつぎのとおりです。。。。    

                ２２２２日間日間日間日間のののの参加者参加者参加者参加者            ４０００４０００４０００４０００円円円円        

                １１１１日日日日のみののみののみののみの参加者参加者参加者参加者        ２０００２０００２０００２０００円円円円    

            （（（（学生学生学生学生・・・・院生院生院生院生はははは 2222 日間日間日間日間・・・・1111 日日日日のみにかかわらずのみにかかわらずのみにかかわらずのみにかかわらず参参参参加費加費加費加費１０００１０００１０００１０００円円円円））））        

                懇親会費懇親会費懇親会費懇親会費                        ３０００３０００３０００３０００円円円円    
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                なるべくなるべくなるべくなるべく当日当日当日当日のおのおのおのお支払支払支払支払をををを避避避避けけけけ、、、、事前事前事前事前にににに、、、、振込振込振込振込みにてみにてみにてみにて参加費等参加費等参加費等参加費等をおをおをおをお支払支払支払支払

くださいくださいくださいください。。。。ごごごご協力協力協力協力をおをおをおをお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。    

                【【【【振込先振込先振込先振込先】】】】    

                     振込先名義振込先名義振込先名義振込先名義                        第第第第８８８８回大会実行委員長回大会実行委員長回大会実行委員長回大会実行委員長    望月望月望月望月    彰彰彰彰 

                        振込先銀行振込先銀行振込先銀行振込先銀行・・・・支店支店支店支店            りそなりそなりそなりそな    銀行銀行銀行銀行    梅田梅田梅田梅田    支店支店支店支店    

                        普通預金普通預金普通預金普通預金    

                        口座番号口座番号口座番号口座番号        ００６９６３８００６９６３８００６９６３８００６９６３８    

            

        （（（（２２２２））））参加手続参加手続参加手続参加手続きききき    

                    会員会員会員会員のののの皆様皆様皆様皆様にはにはにはには、、、、同封同封同封同封のののの葉書葉書葉書葉書にてにてにてにて、、、、７７７７月月月月２３２３２３２３日日日日（（（（月月月月））））までにまでにまでにまでに、、、、全国全国全国全国

大会大会大会大会へのへのへのへの参加参加参加参加のののの有無有無有無有無をおをおをおをお知知知知らせくださらせくださらせくださらせくださいいいい。。。。    

参加参加参加参加のののの方方方方はははは、、、、参加参加参加参加のののの日日日日、、、、参加予定参加予定参加予定参加予定のののの分科会分科会分科会分科会、、、、懇親会懇親会懇親会懇親会へのへのへのへの有無有無有無有無をおをおをおをお知知知知

らせくださいらせくださいらせくださいらせください。。。。    

            

        （（（（３３３３））））そのそのそのその他他他他    

・宿泊につきましては会員各自でお手配をお願いします。会場へは、

天王寺、梅田、新大阪の各エリアが便利です。 

・８月５日の昼食は、ＪＲ杉本町駅周辺の食堂等ご利用ください。 

・自家用車でのご来場は、駐車スペースがございませんのでご遠慮く

ださい。 

 

２２２２．．．．事務局事務局事務局事務局からのおからのおからのおからのお願願願願いいいい    

（１）２００７年度会費納入のお願い 

 ２００７年度会費の郵便振込みをお願いいたします。ニュースレター１５

号で同封いたしました振込用紙をご利用ください。年会費は一般５０００円、

学生の方は２０００円です（振込時に所属研究科をご記載ください）。 

【会費振込先名義】 

 郵便振替口座記号番号  ００８２０００８２０００８２０００８２０－－－－６６６６－－－－６９２９８６９２９８６９２９８６９２９８    

    加入者名        日本司法福祉学会日本司法福祉学会日本司法福祉学会日本司法福祉学会    

    

（２）異動先をご連絡ください 

 異動、進学等のため、住所などに変更のある会員の方は、メールまたはフ

ァックスで事務局までご一報ください。 

 【連絡先】 

   TEL・FAX ０７８－４３１－６１００ 

   Eメール  tmaeda@konan-u.ac.jp    


